
 

 - 1 - 

第３７１回三木市議会定例会 市長 閉会あいさつ 

令和４年６月２７日 

 

 閉会に当たりまして、一言ごあいさつを申し上げます。 

 

このたびの市議会定例会は、去る６月３日の開会以来、本日

まで２５日間にわたり、幼保一体化計画に基づき、緑が丘東幼

稚園の閉園時期を改める条例改正並びにコロナ禍における物価

高騰等への緊急対策としての住民税非課税世帯や低所得の子育

て世帯への給付金の支給、市民生活応援チケットの配布、小中

学校等の令和４年度２学期分の給食費の無償化のほか、新型コ

ロナウイルスワクチンの４回目接種に向けた接種体制の確保の

ための費用など、緊急を要する経費を盛り込んだ補正予算など

について、ご審議をいただきました。 

 

 議員の皆さまにおかれましては、終始ご精励を賜り、本会議

並びに各常任委員会において、審議を尽くされましたことに対

しまして、深く敬意を表します。 

 

 おかげをもちまして、このたびの市議会に提案させていただ
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いた議案につきましては、適切なるご決定を賜りましたことに、

厚くお礼申し上げます。 

 

とりわけ、第３８号議案「三木市立認定こども園等の設置及

び管理等に関する条例の一部改正」につきましては、本年３月

市議会定例会において、修正動議により緑が丘東幼稚園の閉園

時期が延長されましたが、本定例会での再度の提案により、ご

理解賜りましたことに厚くお礼申し上げます。今後も、幼保一

体化計画に基づき、就学前の児童数及び就園希望児童数の動向

を見ながら、より確かな教育・保育ニーズを把握するとともに、

教育、保育の質のさらなる向上を図りながら、子育てしやすい

環境を確保してまいります。 

 

また、本定例会初日にご承認をいただきました補正予算によ

り、コロナ禍における物価高騰等への緊急対策としての住民税

非課税世帯や低所得の子育て世帯への給付金の支給を進めてい

ます。低所得の子育て世帯への給付金については、対象世帯の

うち、児童扶養手当受給者に対し、６月２３日に支給を行いま

した。住民税非課税世帯への給付金については、令和４年度の

課税情報により、新たに住民税非課税世帯となった世帯を抽出
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するなどの準備を経て、本日、申請書類を発送いたします。コ

ロナ禍において生活にお困りの方々を支援するため、これらの

給付金を可能な限り早期にお届けできるよう進めてまいります。 

 

さらに、本日ご承認をいただきました補正予算により、市民

生活応援チケットの配布並びに令和４年度２学期分の小学校・

中学校・特別支援学校の給食費の無償化を実施します。これは、

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、

国や県が行う、事業者や生活弱者のための支援では行き届かな

い、物価高騰の影響を受けておられるすべての市民の皆さまの

生活を支援するための施策です。物価高騰が長期化する懸念も

あり、一刻も早く市民の皆さまに支援が行き届くよう、円滑か

つ速やかに進めてまいります。 

 

さて、６月１７日に三木市において山田錦のテロワールをテ

ーマとしたワーケーション知事室が実施されました。２０２５

年の大阪・関西万国博覧会の開催に合わせて展開される、観光

客に地場産業や文化、地域に五感で触れていただく体験型のフ

ィールドパビリオンの実践イメージとして、知事に山田錦の田

植え体験を行っていただくなど、三木市の地域資源である酒米
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山田錦を大いにＰＲすることができました。これまでのように

日本酒の最適米として日本一の酒米山田錦の魅力を積極的に発

信するだけでなく、地域に触れる体験型の取組を合わせて進め

ることにより、山田錦のブランドを更に向上させたいと考えて

います。今後も、山田錦をテーマとした体験型のプログラムや

金物製造体験、酒蔵訪問、ゴルフなど地域資源に触れるプログ

ラムを検討するなど、大阪・関西万国博覧会の開催を見据えた

取組を展開してまいります。 

 

また、今年度は、子どもの貧困対策にも取り組んでまいりま

す。生活困窮世帯の子どもに対する学習支援の実施に向けた準

備を進めており、公募型プロポーザルによる実施事業者の選定

を進めているところです。学習面での支援のほか、日常の生活

習慣の形成や、あいさつ、言葉遣いなど社会性の育成、保護者

に対する子育てに関する助言等を実施することで、子どもの将

来の自立に向けたきめ細やかな包括的な支援を行いたいと考え

ています。さらに、今年度から子ども食堂に対する支援を拡充

し、子ども食堂を全市的に展開していきます。子ども食堂が子

どもたちにとって地域の人との関わりの中で、安心して過ごせ

る居場所となり、地域全体で子どもを支える仕組みづくりに取
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り組んでまいります。これらの取組を連携させ、「地域の子ども

は地域が育てる三木モデル」の構築に向けて進めてまいります。 

 

これからの時期は、台風や局地的豪雨の発生など自然災害が

起こりやすい季節を迎えております。災害発生時の避難所運営

の方法など、更に市民の皆さまの安全・安心な生活を守る取組

に細心の注意が必要となってきます。 

どうか、議員各位そして市民の皆さまにおかれましても、日

頃から災害への備えと、市やマスコミが発する防災情報には十

分にご注意をいただき、有事の際には、早め早めの避難行動を

心がけていただきますよう、お願いを申し上げ、閉会のあいさ

つといたします。 

 

 ありがとうございました。 


